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本日の流れ

1 校長挨拶

2 本校児童の健康診断結果などについて（養護教諭）

3 健康診断結果について （各校医）

4 講演 「子どもの心のSOSに気づくために」
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質疑応答

謝辞（副校長）

武蔵野市立第二小学校



冷和7年度健康診甑緒果よりI
I：身体計潤
＊東京都・全国の平均値は令和5年度の値を参者
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ロ第二小 117.4 123.4 128.6 133.7 140.3 146.5 

ロ都平均 117.2 123.7 129.1 134.9 140.2 146.8 

■全国平均 116.9 128 128.6 134.1 139.6 146.2 

身長・女子
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1年 2年 3年 4年 5年 6年

□第二小 115.1 123 127.5 135.2 140.4 147.7 

ロ都平均 116.1 122.9 128.7 135.1 141.9 148.1 

■全国平均 116 122.1 127.8 134.4 141.4 147.9 

0身長について
男子：全国・都平均との大きな差はみられない。

女子：全国・都平均値との大きな差は見られない。
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0体重について
男子：全ての学年において全国平均を下回っており、特に 3•6年生ではその差が顕著である。

女子：多くの学年において全国平均を下回っている。
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Z：視力検査（全学年対象）

視力検査は、スクリーニング（ふるい分け）としての目的から、次の4段階で実施している。

A 1.0可 1.0の指標が識別できる。 学習にも運動にも支障がない。

B 0.7可 1.0の指標は識別できない 後ろの方の席だと、黒板が見えにくい。まだ、

が、 0.7の指標は識別できる。 明るさによって黒板が見えにくいことがある。

C 0.3可 0.7の指標は識別できない
前方の席でないと、黒板が見えない。

が、 0.3の指標は識別できる。

D 0.3不可 0.3の指標が識別できない。 前方の席でも黒板が見えにくい。

1年 2年 3年 4年 5年 6年

人 65 55 55 53 49 28 
1.0可

％ 84.4% 73.3% 69.6% 62.4% 55.7% 46.7% 

人 8 8 8 6 8 4 
0. 7可

％ 10.4% 10.7% 10.1% 7.1% 9.1% 6.7% 

人 3 2 5 5 ， 7 
0. 3可

％ 3.9% 2.7% 6.3% 5.9% 10.2% 11.7% 

人

゜
5 2 4 

゜
2 

0. 3不可
％ 0.0% 6.7% 2.5% 4.7% 0.0% 3.3% 

矯正（眼鏡）し 人 1 5 ， 17 22 19 

ている児童 ％ 1.3% 6.7% 1 1.4% 20.0% 25.0% 31.7% 
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3：聴力横査（1•2•3•5年全員、保健調査票にて「闘こえにくい」と申告があった児童対象）

1000Hz30db、4000Hz25dbの音を左右の耳それぞれ聴かせて検査を実施。

, 1年| 2年| 3年| 5年 計

聴き取れない音があった児童の人数 ー

4：内科横診•結績榛診（金学年対象）
゜

ー

゜
2 

（人）

（延べ人数）

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

側弯症疑い

゜゜
1 2 

゜
3 

心雑音 1 1 

゜
3 1 

゜
6 

栄養状態（発育）

゜゜
1 4 1 1 7 

皮国の状態（湿疹など） 2 7 8 3 2 3 25 

結核検診
2 

゜゜
2 

゜゜
4 

（要精密検査）

・4年生は整形外科医による脊柱側弯検診があるだめ、内科検診で側弯症疑いを抽出しない。

5：職科榛診（金学年対象）
（延べ人数）

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

結膜炎 3 2 

゜
4 1 

゜
1 0 

斜視・眼位異常 2 2 1 1 2 

゜
8 

霰粒腫

゜゜
1 

゜゜゜゜眼瞼下垂

゜゜゜゜゜゜゜計 1 3 4 1 2 4 1 8 

6：耳鼻科横診（金学年対象） （延べ人数）

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

耳垢•耳垢栓塞 17 6 7 8 7 3 48 

・届炎 5 1 2 

゜
4 

゜
1 2 

Pul~ギー性届炎 3 

゜゜゜
5 2 1 0 

その他 2 

゜゜゜゜
1 3 

計 27 7 ， 8 1 6 6 73 
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7：歯科検診（全学年対象）

＊う歯（むし歯）の状況

歯科検診の結果より、児童を次のとおり3つのグループに分け、う歯の状況を調べた。

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

人 69 59 57 66 70 52 373 
A 

％ 90.8 79.7 72.1 77.6 79.5 86.6 80.7 

人 6 1 1 16 12 10 4 59 
B 

％ 7.9 14.8 20.2 14.1 11.3 6.6 12.7 

人 1 4 6 7 8 4 30 
C 

％ 1.3 5.4 7.5 8.2 ， 6.6 6.5 

、---------------------------------... 、 、’’  i A：未処置歯も処置歯もない健全歯の児童 ’ 
’ ’  ： B ：治療済みの歯（処置歯） を有する児童 ！ 
l C：未処置歯のう歯（未処置歯） を有する児童 ； 

‘‘---------------------------------_、
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＊歯科検診結果の推移

0% 10% 20°;.。 30% IOU. 50% 60% 70% 80~/。 90°,o 100%
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l,9ぷ［盛私＇l6ッ叶

検診結果の推移グラフから分かるように、今年度は健全歯の児童の割合が増加した。処匿歯保有

率 (B)・未処置歯う歯の保有率（C)は減少傾向にある。今後も食習慣や歯みがき習慣などの指邊

を継続していく必要がある。

その他の歯疾患・
1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

口腔の疾病異常

歯列・咬合の異常 1 2 10 6 4 3 26 

顎関節の異常

゜゜゜゜゜゜ ゜歯垢の状態

゜
2 

゜゜
2 1 5 

歯肉の状態 1 

゜゜゜゜゜
1 

要観察歯 1 3 4 5 4 ， 26 

·••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••···· 
.... 0歯列 ・咬合について

• 歯並びや、咬み合わせの状態を指す。これらの異常を指摘される児童は学年を問わす存在し、特に反対咬合などが多い ＼ 

傾向にある。まだ矯正治療を受ける児重も増加頌向にある。

0顎関節について

口が大きく開かない咬み合せに達和感がある等、顎関節に異常がある場合は、頭痛や肩こり、目の痛みなどの全身症状

につながる場合があるので注意が必要である。

0歯垢について

歯みがきが十分でない児重によくみられる。特に、奥歯の襄や咬み合わせ部分、歯と歯の間や歯と歯ぐきの境目などに． 
． 

．．． 歯垢が残りやすい。一度、歯科医院でプラッシング指導を受けるとよい。． 
． ． ••._.•· ． 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・-・・・・・・・・・・-------------------------------------------- ---- - - -·•· · · ........................................................................................................... 

． ． ． ． ． ． ． ． 
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